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■Ｇ20関係閣僚会合長野県推進協議会規約

（名称）

第１条　本会は、「Ｇ20関係閣僚会合長野県推進協議会」（以下「推進協議会」という。）と称する。

（目的）

第２条　2019年に軽井沢町において開催される「Ｇ20持続可能な成長のためのエネルギー転換と地球環境

に関する関係閣僚会合」（以下「関係閣僚会合」という。）の成功を期すため、官民一体となった受入体

制を確立するとともに、関連する事業の実施により、関係閣僚会合の本県における開催意義を高めること

を目的とする。

（事業）

第３条　推進協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。

（１）関係閣僚会合に対する支援、協力及び受入に向けた準備に関すること。

（２）関係閣僚会合関連事業の企画及び実施に関すること。

（３）関係閣僚会合開催に関する広報・啓発等に関すること。

（４）その他目的を達成するために必要な事業に関すること。

（組織）

第４条　推進協議会は、別表左欄に掲げる機関・団体をもって構成し、同表右欄に掲げる職にある者を委員

とする。

（役員）

第５条　推進協議会に次の役員を置く。

（１）会　長　　　１名

（２）副会長　　若干名

（３）監　事　　　２名

２　会長は、長野県知事をもって充てる。

３　副会長及び監事は、委員の中から選出する。

（役員の職務）

第６条　会長は、推進協議会を代表し、会務を総理する。

２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、会長があらかじめ指定する順に従い、その職務を

代理する。

３　監事は、会計を監査する。

（顧問）

第７条　推進協議会に顧問を置くことができる。

２　顧問は、会長が指名する者をもって充てる。

３　顧問は、推進協議会の業務の執行に関し、意見を述べることができる。

（任期）

第８条　委員、役員及び顧問の任期は、推進協議会が解散するまでとする。

２　前項の規定にかかわらず、委員及び役員（以下「委員等」という。）が就任時におけるそれぞれの機関

又は団体の役職を離れたときは、当該委員等の任期は当該役職にあった日までとする。
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３　前項の規定により委員等が欠けたときは、前任者の属していた機関又は団体において、当該者の後任と

なった者が委員等に就任するものとする。

（委員等への報酬及び旅費）

第９条　委員等への報酬及び旅費については支給しないものとする。ただし、会長が必要と認めた場合には

支給することができる。

２　前項ただし書きの規定により報酬又は旅費を支給する場合には、長野県職員の例に準じて支給する。

（総会）

第10条　推進協議会の総会は、役員及び委員をもって構成する。

２　総会は、会長が招集し、議長となる。

３　総会は、次の各号に掲げる事項を審議し、議決する。

（１）規約の制定及び改廃に関すること。

（２）役員の選出に関すること。

（３）事業計画、予算及び決算に関すること。

（４）その他第２条の目的の達成に必要と認められること。

４　総会は、委員の過半数の出席がなければ開会することができない。

５　会長以外の委員が総会に出席できないときは、代理人を総会に出席させ、又は議決権の行使を委任する

ことができる。

６　総会の議事は、出席委員（代理人にその権限を委任し、又は書面をもって議決に加わった者を含む。）

の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。

７　前各項の規定にかかわらず、会長が必要と認めるときは、委員に対し書面により賛否を求め、その回答

をもって総会の議決に代えることができる。

８　会長が必要と認めるときは、委員以外の者に総会への出席を求めることができる。

（専決処分）

第11条　会長は、総会を招集するいとまがないときは、その議決すべき事項について、これを専決処分する

ことができる。

２　前項の規定により処置したときは、会長は、これを次回の総会において報告し、その承認を求めなけれ

ばならない。

（会計）

第12条　推進協議会の経費は、負担金及びその他の収入をもって充てる。

２　推進協議会の会計は、当初予算の成立の日に始まり、決算報告の承認の日をもって終了する。

３　推進協議会の会計処理は、会長が別に定めるもののほか、長野県の財務に関する諸規程に準ずるものと

する。

（幹事会）

第13条　推進協議会の円滑な運営に資するため、幹事会を置くことができる。

２　幹事会は、会長が委嘱した幹事長、副幹事長及び幹事を持って構成する。

３　幹事会は、必要に応じ、幹事長が招集する。

４　幹事会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

（事務局）

第14条　推進協議会の事務を処理するため、長野県環境部環境政策課内に事務局を置く。

２　事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。
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（解散）

第15条　推進協議会は第２条に規定する目的が達成されたときは、総会の議決により解散する。

２　推進協議会が解散するときに存する残余財産の処理については、解散時に協議し、定める。

（補則）

第16条　この規約に定めるもののほか、推進協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

　附　則

　この規約は、平成30年７月11日から施行する。

別表（第４条関係）

機関・団体名 役職名

長野県
知事

副知事（環境・エネルギー政策担当）

長野県警察本部 本部長

軽井沢町 町長

長野県市長会 会長

長野県町村会 会長

佐久広域連合 連合長

一般社団法人 長野県経営者協会 会長

長野県中小企業団体中央会 会長

一般社団法人 長野県商工会議所連合会 会長

長野県商工会連合会 会長

一般社団法人 長野県観光機構 理事長

長野県旅館ホテル組合会 会長

軽井沢リゾート会議都市推進協議会 会長

軽井沢プリンスホテル 総支配人

一般社団法人 長野県タクシー協会 会長

公益社団法人 長野県バス協会 会長

東日本旅客鉄道株式会社 長野支社 支社長

しなの鉄道株式会社 社長

公益財団法人 長野県国際化協会 理事長

日本貿易振興機構 長野貿易情報センター 所長

独立行政法人 国際協力機構 駒ヶ根青年海外協力隊訓練所 所長

一般社団法人 長野県環境保全協会 会長
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■Ｇ20関係閣僚会合長野県推進協議会収支予算

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科　目 金　額 摘　要

負担金 55,923 長野県（H30:14,190　H31:41,733）

合　計 55,923

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科　目 金　額 摘　要

安心・安全な会合の

開催支援
4,707 事務局経費　など

歓迎・おもてなし 17,691 エクスカーションの実施　など

未来につなぐ事業 11,633 国際会議における発信　など

魅力発信事業 21,892 広報啓発（ポスター、リーフレット等）HP 作成　など

合　計 55,923
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■Ｇ20関係閣僚会合軽井沢町推進町民会議規約

（名　称）

第１条　本会は、Ｇ20関係閣僚会合軽井沢町推進町民会議（以下「町民会議」という。）と称する。

（目　的）

第２条　町民会議は、2019年に軽井沢町で開催されるＧ20持続可能な成長のためのエネルギー転換と地球

環境に関する閣僚会合（以下「関係閣僚会合」という。）の成功を期するため、官民が連携して受入態勢を確

立するとともに、必要な事業の実施により、日本有数のリゾート会議都市をさらに推進することを目的と

する。

（事　業）

第３条　町民会議は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（１）閣僚会合に対する支援、協力及び受入れに向けた準備に関すること

（２）閣僚会合関連事業の企画及び実施に関すること

（３）閣僚会合開催に関する広報・啓発等に関すること

（４）その他町民会議の目的を達成するために必要な事業

（構成員）

第４条　町民会議は、別表１の団体等により構成する。

（役　員）

第５条　町民会議に次の役員を置く。

（１）会　　長　　　１名

（２）副 会 長　　　若干名

（３）監　　事　　　２名以内

２　町民会議の役員は、総会において定める。

３　役員の任期は、第14条の規定により、町民会議が解散する日までとする。

４　役員が任期の途中において、所属の職を辞した時は、当該役員の残任期間は当該所属の後任者をもって

充てる。

５　会長は、役員に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じて補充することができる。

（役員の職務）

第６条　会長は、町民会議を代表し、会務を総理する。

２　副会長は、会長を補佐し、会長が不在のときは、その職務を代行する。

３　監事は、町民会議の会計を監査する。

（顧　問）

第７条　町民会議に顧問を置き、軽井沢町長及び軽井沢町議会議長とする。

（会　議）

第８条　町民会議は会長が招集し、その議長となる。

２　会議は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。

（１）規約の制定及び改廃に関すること

（２）事業計画、予算及び決算に関すること

（３）その他、第２条の目的達成に必要なこと

３　会議は、構成員の過半数の出席をもって開催する。
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４　会議は出席者の過半数で議事を決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

５　会長が必要と認める場合、あらかじめ通知された事項について、書面をもって表決し、議決に代えるこ

とができる。

６　会議に伴う報酬及び旅費は支給しないものとする。

（役員会）

第９条　町民会議の円滑な運営に資するため、役員会を置く。

２　役員会は、第５条の会長、及び副会長を持って構成し、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。

（１）町民会議から委任された事項に関すること。

（２）町民会議に付議すべき事項に関すること。

（３）町民会議の事業の企画・立案に関すること。

（４）町民会議を招集するいとまのない緊急事項に関すること。

（５）部会への付託事項に関すること。

（６）その他会長が必要と認めた事項に関すること。

（部　会）

第10条　町民会議の下に部会を置くことができる。

（会長の専決処分）

第11条　会長は、会議を招集するいとまがないとき、または会議の権限に属する事項で簡易なものについて

は、会議で議決すべき事項について専決処分することができる。

２　会長は、前項の規定により専決処分をしたときは、これを次の会議において報告しなければならない。

ただし、簡易なものについては、この限りではない。

（事務局）

第12条　町民会議の事務を処理するため、町民会議事務局を観光経済課に置く。

（会　計）

第13条　町民会議の経費は委託料及びその他の収入をもって充てる。

２　町民会議の会計年度は、毎年４月１日から、翌年３月31日までとする。

（解　散）

第14条　町民会議は、第２条に規定する目的が達成されたときは、議決により解散する。

２　町民会議が解散するときに存する委託料を除く残余財産については、解散時に協議する。

（その他）

第15条　この規約に定めるもののほか、町民会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

　附則

１　この規約は平成30年７月６日から施行する。

２　町民会議の平成30年度における会計年度は、第13条の規定にかかわらず、町民会議設立の日から平成31

年３月31日までとする。
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別表1　町民会議の構成団体

　顧問：軽井沢町長　　軽井沢町議会議長

団体名

1 軽井沢リゾート会議都市推進協議会

2 軽井沢町商工会

3 軽井沢旅館組合

4 （一社）軽井沢青年会議所

5 軽井沢ロータリークラブ

6 軽井沢ライオンズクラブ

7 （一社）軽井沢観光協会

8 （株）プリンスホテル

9 東日本旅客鉄道（株）軽井沢駅

10 しなの鉄道（株）軽井沢駅

11 中部電力（株）佐久営業所

12 軽井沢町建設業協会

13 NPO 法人軽井沢国際交流協会

14 軽井沢ガイドサービス

15 軽井沢警察署

16 佐久広域連合軽井沢消防署

17 軽井沢町教育委員会

18 軽井沢町校長会

19 軽井沢高等学校

20 ＵＷＣ  ＩＳＡＫ  ＪＡＰＡＮ

21 八十二銀行軽井沢支店

22 八十二銀行中軽井沢支店

23 長野県信用組合軽井沢支店

24 上田信用金庫軽井沢支店

25 日本郵便（株）軽井沢郵便局

26 佐久浅間農業協同組合軽井沢支所

27 軽井沢町区長会

28 軽井沢町老人クフブ連合会

29 軽井沢町連合衛生委員会

30 軽井沢交通安全協会

31 軽井沢町交通指導委員会

32 軽井沢町別荘管理防犯組合

33 軽井沢タクシー防犯組合

34 軽井沢町社会福祉協議会

35 軽井沢町消防団

36 軽井沢町赤十字奉仕団

37 佐久食品衛生協会軽井沢支部
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■Ｇ20関係閣僚会合軽井沢町推進町民会議収支予算

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科　目 金　額 摘　要

委託料 21,701 軽井沢町

合　計 21,701

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科　目 金　額 摘　要

旅費 1,200 視察費用　など

印刷消耗品費 13,501 広報啓発物品、歓迎装飾　など

会議費 500 会議費用　など

役務費 500 郵送料　など

プロモーション

事業費
6,000 機運醸成イベントの開催　など

合　計 21,701
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複

雑
で

緊
急

性
を

有
す

る
こ

と
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
と

持
続

的
か

つ
ク

リ
ー

ン
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

、
エ

ネ

ル
ギ

ー
安

全
保

障
、

経
済

成
長

、
気

候
変

動
及

び
環

境
保

護
の

間
に

あ
る

密
接

な
つ

な
が

り
、

及
び

、
持

続
可

能
な

開
発

の

た
め

の
長

期
低

排
出

戦
略

の
重

要
性

を
認

識
す

る
と

と
も

に
、

Ｇ
2

0
メ

ン
バ

ー
は

こ
れ

ら
の

課
題

に
対

処
す

る
た

め
に

、

具
体

的
か

つ
実

質
的

な
行

動
を

と
り

、
か

つ
、

継
続

す
る

こ
と

を
認

識
し

、
ま

た
、

そ
れ

ら
の

行
動

の
進

展
を

認
識

す
る

。

我
々

は
、

パ
リ

協
定

を
実

施
す

る
こ

と
を

ブ
エ

ノ
ス

ア
イ

レ
ス

に
お

い
て

選
択

し
た

国
々

に
よ

る
、

同
協

定
の

完
全

な
実

施

に
向

け
て

ブ
エ

ノ
ス

ア
イ

レ
ス

に
お

い
て

な
さ

れ
た

、
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

の
再

確
認

に
留

意
す

る
。

こ
の

た
め

、
我

々
は

、

環
境

と
成

長
の

好
循

環
を

加
速

さ
せ

る
こ

と
の

重
要

性
を

強
調

す
る

。
こ

れ
は

、
非

連
続

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

っ
て

推

進
さ

れ
る

と
と

も
に

、
政

府
に

よ
る

環
境

整
備

の
も

と
、

ビ
ジ

ネ
ス

界
が

重
要

な
役

割
を

果
た

す
も

の
で

あ
る

。

３
．

我
々

は
、

こ
の

好
循

環
を

加
速

さ
せ

る
た

め
の

「
持

続
可

能
な

成
長

の
た

め
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
と

地
球

環
境

に
関

す
る

Ｇ
2

0
軽

井
沢

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

」
を

、
自

発
的

な
ア

ク
シ

ョ
ン

を
促

進
す

る
た

め
の

共
同

の
努

力

と
し

て
、

採
択

す
る

。
本

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

は
、

民
間

部
門

を
は

じ
め

と
し

た
多

様
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

が
関

与
す

る
、

様
々

な
関

連
の

国
際

、
地

域
、

国
家

及
び

地
方

の
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
を

補
強

し
、

強
化

す
る

。

４
．

我
々

は
、

こ
の

好
循

環
を

加
速

さ
せ

る
と

と
も

に
、

強
靱

で
包

括
的

で
持

続
可

能
な

未
来

へ
の

変
革

を
導

く
た

め
、

世
界

の
叡

智
を

結
集

す
る

こ
と

、
資

金
と

投
資

を
誘

導
す

る
こ

と
、

そ
し

て
、

技
術

的
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

や
行

動
変

容
を

促
す

よ
う

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

を
改

善
す

る
こ

と
に

重
点

が
置

か
れ

る
べ

き
で

あ
る

こ
と

を
認

識
す

る
。

我
々

は
、

多
様

な
恩

恵
を

も
た

ら
す

、
生

態
系

を
基

盤
と

し
た

解
決

策
を

含
む

解
決

策
を

促
進

す
る

。

５
．

我
々

は
、

「
R

es
ea

rc
h 

&
 D

ev
el

o
pm

en
t 
2

0
 f
o
r 

cl
ea

n 
en

er
gy

 t
ec

hn
o
lo

gi
es

（
“

Ｒ
Ｄ

2
0
”

）
」

と
呼

ぶ
国

際

会
議

を
立

ち
上

げ
て

Ｇ
2

0
各

国
の

主
要

な
研

究
開

発
機

関
間

の
国

際
的

な
連

携
関

係
を

促
進

す
る

と
い

う
、

気
候

変
動

の

文
脈

に
お

い
て

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

弾
み

を
つ

け
る

こ
と

を
目

指
し

た
Ｇ

2
0

議
長

国
で

あ
る

日
本

の
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
を

歓

迎
す

る
。

我
々

は
、

既
存

の
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
下

で
行

わ
れ

る
研

究
開

発
の

連
携

も
ま

た
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
に

重
要

で
あ

る
こ

と
を

認
識

す
る

。

６
．

我
々

は
、

公
的

資
金

が
重

要
な

役
割

を
果

た
す

こ
と

を
認

識
す

る
一

方
で

、
民

間
資

金
の

誘
導

に
資

す
る

た
め

に
、

透
明

性
向

上
の

た
め

の
産

業
界

と
金

融
界

と
の

グ
ロ

ー
バ

ル
な

対
話

の
強

化
と

、
リ

ス
ク

緩
和

策
の

開
発

の
重

要
性

を
認

識
す

る
。

我
々

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
ア

ク
セ

ス
、

強
靭

性
、

持
続

可
能

性
、

よ
り

ク
リ

ー
ン

な
環

境
と

水
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

強
化

す
る

、
様

々
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

の
選

択
肢

、
革

新
的

技
術

及
び

質
の

高
い

イ
ン

フ
ラ

の
た

め
の

、
資

金
の

誘
導

や
市

場
及

び
投

資
環

境
の

改
善

の
た

め
の

努
力

を
支

持
す

る
。

G
20

持
続

可
能

な
成

長
の

た
め

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

転
換

と
地

球
環

境
に

関
す

る
関

係
閣

僚
会

合
閣

僚
声

明
（

仮
訳

）
７

．
我

々
は

、
革

新
的

な
技

術
の

普
及

並
び

に
イ

ン
フ

ラ
事

業
、

製
品

及
び

サ
ー

ビ
ス

の
発

展
の

た
め

の
官

民
協

力
を

含
め

、

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

の
改

善
や

ビ
ジ

ネ
ス

活
動

の
促

進
を

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
強

調
す

る
。

＜
エ

ネ
ル

ギ
ー

＞

１
．

G
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

こ
れ

ま
で

の
議

長
国

及
び

閣
僚

会
議

に
お

け
る

貴
重

な
成

果
を

踏
ま

え
、

こ
の

目
標

を
達

成

す
る

た
め

に
国

に
よ

っ
て

異
な

る
道

筋
が

存
在

す
る

こ
と

を
認

識
し

つ
つ

、
可

能
な

限
り

早
期

に
、

我
々

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

を
低

廉
で

、
信

頼
で

き
、

ア
ク

セ
ス

可
能

で
、

持
続

可
能

か
つ

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

の
少

な
い

シ
ス

テ
ム

へ
の

転
換

を
主

導
す

る
特

別
な

責
任

を
強

調
す

る
。

G
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
に

お
い

て
化

石
燃

料
が

今

な
お

主
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

と
認

識
し

つ
つ

、
よ

り
ク

リ
ー

ン
な

技
術

へ
の

投
資

拡
大

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
で

の
協

力
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

普
及

、
そ

し
て

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
2

0
3

0
ア

ジ
ェ

ン
ダ

の
精

神
に

沿
っ

た
エ

ネ

ル
ギ

ー
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

促
進

し
支

援
す

る
た

め
に

必
要

な
政

策
及

び
金

融
・

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

の
整

備
に

よ
り

、
成

功
裏

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

を
変

革
す

る
必

要
性

を
強

調
す

る
。

我
々

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
が

経
済

成
長

と
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
を

組
み

合
わ

せ
た

開
発

戦
略

を
達

成
す

る
た

め
に

不
可

欠
な

要
素

で
あ

る
と

認
識

す
る

。
G

2
0

エ
ネ

ル
ギ

ー

大
臣

は
、

様
々

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

源
の

よ
り

ク
リ

ー
ン

な
利

用
を

促
進

し
、

開
放

的
で

、
透

明
性

が
高

く
、

か
つ

競
争

的

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

市
場

を
促

進
す

る
。

G
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

「
G

2
0

軽
井

沢
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
」

を
採

択
し

、
い

く
つ

か
の

名
だ

た
る

国
際

機
関

の
貴

重
な

支
援

を
得

て
作

成
さ

れ
た

６
つ

の
議

長
文

書
に

留
意

す
る

。

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

２
．

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
の

枠
組

み
に

お
い

て
、

Ｇ
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

各
国

の
事

情
を

考
慮

し
な

が
ら

、
デ

ジ
タ

ル
化

、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
及

び
シ

ス
テ

ム
の

柔
軟

性
、

デ
マ

ン
ド

サ
イ

ド
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
バ

イ
オ

燃

料
、

革
新

的
な

原
子

力
及

び
先

進
的

で
よ

り
ク

リ
ー

ン
な

化
石

燃
料

技
術

を
含

む
、

革
新

的
で

ク
リ

ー
ン

か
つ

効
率

的
な

技
術

が
果

た
す

重
要

な
役

割
を

認
識

し
つ

つ
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

加
速

化
す

る
こ

と
の

必
要

性
を

強
調

す
る

。
Ｇ

2
0

メ
ン

バ
ー

は
、

関
連

国
際

機
関

が
国

際
協

力
を

支
援

し
、

革
新

的
技

術
の

効
果

を
分

析
す

る
こ

と
を

奨
励

し
、

特
に

政
策

、
国

内
の

経
験

、
市

場
の

枠
組

み
に

関
し

て
、

こ
れ

ら
の

技
術

の
開

発
、

普
及

、
展

開
の

た
め

の
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

を
共

有
す

る
。

Ｇ
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

各
国

の
事

情
に

応
じ

て
、

持
続

可
能

な
バ

イ
オ

燃
料

及
び

バ
イ

オ
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
並

び
に

セ
ク

タ
ー

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

（
例

え
ば

P
o
w

er
 t

o
 X

や
産

業
部

門
を

含
む

す
べ

て
の

部
門

の

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

、
冷

暖
房

及
び

淡
水

化
）

の
た

め
の

革
新

的
な

技
術

に
関

す
る

更
な

る
国

際
協

力
を

支
援

す
る

。
Ｇ

2
0

メ

ン
バ

ー
は

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
を

作
り

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

転
換

を
促

進
す

る
上

で
の

新
規

事
業

及
び

中
小

企
業

の
役

割
を

認
識

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
強

調
す

る
。

３
．

Ｇ
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

IE
A
の

水
素

レ
ポ

ー
ト

等
の

関
連

国
際

機
関

の
報

告
書

に
留

意
し

つ
つ

、
経

済
成

長
を

支
え

る
よ

り
ク

リ
ー

ン
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

将
来

を
促

進
す

る
た

め
、

水
素

を
含

む
エ

ネ
ル

ギ
ー

キ
ャ

リ
ア

及
び

貯
蔵

の
機

会
を

認
識

す
る

。
Ｇ

2
0

エ
ネ

ル
ギ

ー
大

臣
は

、
研

究
開

発
の

協
力

、
水

素
の

技
術

的
及

び
経

済
的

可
能

性
評

価
、

コ
ス

ト
削

減
の

道
筋

、
並

び
に

規
制

及
び

基
準

を
含

む
様

々
な

課
題

へ
の

対
処

を
含

む
、

ク
リ

ー
ン

で
、

安
定

か
つ

安
全

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

源
と

し
て

の
水

素
の

可
能

性
を

開
拓

す
る

た
め

の
既

存
の

国
際

的
努

力
を

強
化

す
る

。

４
．

Ｇ
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

各
国

の
状

況
に

応
じ

て
、

「
カ

ー
ボ

ン
・

リ
サ

イ
ク

ル
」

及
び

「
エ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ト
ゥ

ー
・

バ
リ

ュ
ー

」
に

関
す

る
作

業
に

留
意

し
つ

つ
、

国
際

協
力

及
び

多
国

間
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
を

通
じ

て
、

二
酸

化
炭

素
回

収
・

利
用

・
貯

留
（

Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ

）
技

術
の

開
発

及
び

展
開

の
可

能
性

を
認

識
す

る
。

※
経

済
産

業
省

・
環

境
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

転
載
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エ
ネ

ル
ギ

ー
安

全
保

障

５
．

エ
ネ

ル
ギ

ー
安

全
保

障
に

関
す

る
懸

念
を

浮
き

彫
り

に
し

た
最

近
の

動
向

を
踏

ま
え

、
Ｇ

2
0

エ
ネ

ル
ギ

ー
大

臣
は

、
エ

ネ

ル
ギ

ー
安

全
保

障
が

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
の

転
換

に
向

け
た

指
針

の
一

つ
で

あ
る

と
認

識
す

る
。

G
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大

臣
は

ま
た

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

途
絶

を
防

ぐ
た

め
の

信
頼

あ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
イ

ン
フ

ラ
の

強
靱

性
、

保
護

及
び

開
発

の
重

要
性

を
強

調
し

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

源
、

供
給

者
及

び
経

路
の

多
様

化
、

開
放

的
で

、
柔

軟
性

、
透

明
性

、
競

争
力

、
安

定
性

か
つ

信
頼

性
あ

る
市

場
の

促
進

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
向

上
の

重
要

性
を

強
調

す
る

。
彼

ら
は

、
消

費
者

と
生

産
者

間
の

対
話

の
促

進
、

ビ
ジ

ネ
ス

部
門

に
お

け
る

世
界

の
協

力
、

及
び

持
続

可
能

か
つ

低
廉

で
、

信
頼

で
き

、
強

靱
で

よ
り

ク
リ

ー
ン

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

を
確

保
す

る
た

め
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
投

資
を

継
続

か
つ

増
加

さ
せ

る
た

め
の

適
切

な
条

件
を

促
進

す
る

必
要

性
を

強
調

す
る

。
G

2
0

エ
ネ

ル
ギ

ー
大

臣
は

、
持

続
可

能
な

成
長

を
促

進
し

、
我

々
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム

の
強

靱
性

を
強

化
す

る
質

の
高

い
イ

ン
フ

ラ
投

資
の

重
要

性
を

認
識

す
る

。

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

6
. 

Ｇ
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
に

も
た

ら
す

重
要

な
貢

献
と

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
低

廉
で

安
全

か
つ

持
続

可
能

な
手

段
と

し
て

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

未
開

発
の

可
能

性
を

認
識

す
る

と
と

も
に

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
Ｅ

Ｅ
Ｌ

Ｐ
）

の
タ

ス
ク

グ
ル

ー
プ

及
び

IP
E
E
C

の
作

業
を

歓

迎
し

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
ハ

ブ
の

設
立

に
向

け
た

進
捗

に
留

意
す

る
。

Ｇ
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

過
去

の
成

果
に

加
え

、

W
el

l t
o 

W
he

el
分

析
を

含
む

IE
A
に

よ
り

作
業

が
行

わ
れ

る
グ

ロ
ー

バ
ル

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
等

の
省

エ
ネ

ル

ギ
ー

活
動

に
留

意
す

る
。

彼
ら

は
、

国
際

協
力

や
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

の
共

有
を

通
じ

て
、

冷
暖

房
、

建
物

等
の

省
エ

ネ

ル
ギ

ー
の

可
能

性
と

効
果

を
更

に
追

求
す

る
。

G
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
の

達
成

を
手

助
け

す
る

た

め
、

全
て

の
部

門
に

お
け

る
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
へ

の
投

資
及

び
資

金
供

給
の

著
し

い
拡

大
の

た
め

の
政

策
行

動
を

奨
励

す
る

。

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー

7
. 

G
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
及

び
一

部
に

お
い

て
は

大
幅

な
コ

ス
ト

削
減

に
よ

る
恩

恵
を

受
け

て
、

再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
開

発
と

普
及

に
関

し
て

達
成

さ
れ

た
目

覚
ま

し
い

進
展

を
歓

迎
す

る
。

G
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

世
界

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
急

速
な

成
長

を
歓

迎
し

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
生

産
へ

の
投

資
と

資
金

供
給

の
拡

大
を

奨
励

す
る

。
G

2
0

エ
ネ

ル
ギ

ー
大

臣
は

、
風

力
、

バ
イ

オ
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
太

陽
光

、
水

力
、

地
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー

等
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

、
全

世
界

の
輸

送
、

冷
暖

房
、

産
業

を
含

む
分

野
で

重
要

な
役

割
を

果
た

し
得

る
こ

と
、

ま
た

、
各

国
の

事
情

や
状

況
に

応
じ

て
、

セ
ク

タ
ー

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

及
び

持
続

可
能

な
バ

イ
オ

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

、
こ

れ
ら

の
分

野
で

重
要

な
役

割
を

果
た

し
得

る
こ

と
を

認
識

す
る

。
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
進

展
は

電
力

部
門

を
越

え
て

加
速

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
Ｇ

2
0

エ
ネ

ル
ギ

ー
大

臣
は

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
な

可
能

性
を

加
速

す
る

革
新

的
な

解

決
策

を
促

進
す

る
た

め
、

Ｉ
Ｒ

Ｅ
Ｎ

Ａ
、

Ｉ
Ｅ

Ａ
、

Ｉ
Ｓ

Ａ
及

び
バ

イ
オ

フ
ュ

ー
チ

ャ
ー

・
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
等

の
国

際
機

関
の

支
援

を
得

つ
つ

連
携

す
る

。

電
力

シ
ス

テ
ム

8
. 

G
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

電
力

市
場

の
改

善
と

投
資

環
境

の
支

援
に

よ
り

、
低

排
出

の
将

来
の

た
め

に
、

安
定

で
、

柔
軟

、
ク

リ
ー

ン
、

低
廉

か
つ

強
靱

な
電

力
シ

ス
テ

ム
を

実
現

す
る

重
要

性
を

認
識

す
る

。
Ｇ

2
0

エ
ネ

ル
ギ

ー
大

臣
は

ま
た

、
電

力
貯

蔵
、

ス
マ

ー
ト

グ
リ

ッ
ド

技
術

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

技
術

の
悪

意
あ

る
利

用
の

危
険

性
の

最
小

化
、

電
気

自
動

車
、

水
力

発
電

、
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

、
柔

軟
な

発
電

プ
ラ

ン
ト

及
び

需
要

側
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

含
む

変
動

型
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
シ

ス
テ

ム
統

合
の

た
め

の
技

術
の

重
要

性
を

強
調

す
る

。
彼

ら
は

、
電

力
利

用
の

可
能

性
の

増
加

及
び

、
電

化
モ

ビ
リ

テ
ィ

、
冷

暖
房

、
産

業
プ

ロ
セ

ス
等

を
通

じ
て

、
最

終
用

途
部

門
の

排
出

を
削

減
ま

た
は

回
避

し
、

シ
ス

テ
ム

効
率

と
費

用
対

効
果

を
改

善
す

る
セ

ク
タ

ー
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
の

機
会

を
認

識
す

る
。

原
子

力
エ

ネ
ル

ギ
ー

9
. 

原
子

力
の

利
用

継
続

を
選

択
す

る
国

々
に

お
い

て
、

原
子

力
は

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

安
全

保
障

、
ベ

ー
ス

ロ
ー

ド
電

源
へ

の
ア

ク

セ
ス

及
び

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

の
削

減
ま

た
は

回
避

に
貢

献
し

得
る

。
こ

れ
ら

の
国

々
は

、
小

型
モ

ジ
ュ

ー
ル

炉
や

革
新

炉

に
お

け
る

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

（
新

規
開

発
の

国
際

協
力

を
通

じ
た

も
の

を
含

む
）

を
推

進
し

、
原

子
力

の
た

め
の

事
業

環

境
の

改
善

を
意

図
す

る
。

我
々

は
、

こ
れ

ら
の

国
々

に
対

し
、

最
高

水
準

の
原

子
力

安
全

、
核

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

及
び

核
不

拡

散
を

維
持

す
る

よ
う

求
め

る
。

ま
た

、
廃

止
措

置
や

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

の
最

終
処

分
に

係
る

国
際

協
力

の
価

値
の

認

識
、

国
民

の
関

与
に

関
す

る
経

験
や

知
見

の
共

有
、

及
び

安
全

性
向

上
に

向
け

た
技

術
協

力
の

促
進

が
重

要
で

あ
る

。

化
石

燃
料

1
0
. 

Ｇ
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

透
明

で
、

流
動

性
が

あ
り

、
柔

軟
で

、
安

定
か

つ
競

争
的

な
世

界
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
市

場
の

重

要
性

を
繰

り
返

し
強

調
す

る
。

Ｇ
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

供
給

確
保

及
び

緊
急

時
対

応
の

た
め

の
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ

ス
や

知
見

の
共

有
を

通
じ

た
、

LN
G

を
含

む
天

然
ガ

ス
の

安
全

保
障

の
向

上
を

支
援

す
る

。
Ｇ

2
0

エ
ネ

ル
ギ

ー
大

臣
は

、

天
然

ガ
ス

が
現

在
、

多
く

の
Ｇ

2
0

メ
ン

バ
ー

に
と

っ
て

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

お
り

、
よ

り
低

排
出

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

に
向

け
た

転
換

を
支

援
す

る
中

で
、

今
後

数
十

年
に

渡
り

大
幅

に
拡

大
す

る
可

能
性

を
認

識
す

る
。

天
然

ガ
ス

は
、

い
く

つ
か

の
国

及
び

マ
リ

ン
バ

ン
カ

リ
ン

グ
を

含
む

輸
送

部
門

等
新

た
な

部
門

に
お

け
る

需
要

拡
大

を
賄

う
上

で

も
重

要
な

役
割

を
果

た
し

得
る

。
化

石
燃

料
の

利
用

継
続

を
選

択
す

る
国

々
は

、
各

国
の

事
情

に
応

じ
、

Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ

を
含

む
、

先
進

的
で

よ
り

ク
リ

ー
ン

な
化

石
燃

料
技

術
へ

の
投

資
や

資
金

供
給

の
必

要
性

を
認

識
す

る
。

無
駄

な
消

費
を

助
長

す
る

非
効

率
な

化
石

燃
料

補
助

金

1
1
. 

2
0

0
9

年
、

ピ
ッ

ツ
バ

ー
グ

首
脳

宣
言

に
お

い
て

、
最

貧
困

層
を

対
象

と
す

る
支

援
を

提
供

す
る

一
方

で
、

無
駄

な
消

費

を
助

長
す

る
非

効
率

的
な

化
石

燃
料

補
助

金
を

中
期

的
に

合
理

化
し

、
段

階
的

に
廃

止
す

る
こ

と
を

要
求

し
た

。
Ｇ

2
0

エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

こ
の

共
同

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

再
確

認
す

る
。

Ｇ
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

既
に

自
発

的
ピ

ア
・

レ

ビ
ュ

ー
に

参
加

し
て

き
た

Ｇ
2

0
メ

ン
バ

ー
に

よ
る

努
力

を
歓

迎
し

、
ピ

ア
・

レ
ビ

ュ
ー

未
実

施
の

国
が

実
現

可
能

な
範

囲

で
早

期
に

ピ
ア

・
レ

ビ
ュ

ー
を

開
始

す
る

こ
と

を
奨

励
す

る
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
ア

ク
セ

ス
と

ア
フ

ォ
ー

ダ
ビ

リ
テ

ィ

1
2
. 

Ｇ
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
貧

困
が

女
性

に
及

ぼ
す

不
均

衡
な

影
響

に
留

意
し

つ
つ

、
低

廉
で

、
安

定
で

、

持
続

可
能

か
つ

近
代

的
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
サ

ー
ビ

ス
及

び
ク

リ
ー

ン
な

調
理

設
備

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
確

保
が

、
社

会
的

及
び

経
済

的
発

展
の

前
提

条
件

の
一

つ
で

あ
る

こ
と

を
認

識
す

る
。

Ｇ
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

は
、

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
2

0
3

0
ア

ジ
ェ

ン
ダ

の
精

神
に

沿
っ

て
、

世
界

規
模

で
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
ア

ク
セ

ス
の

改
善

に
関

す
る

進
展

を
歓

迎
し

、

普
遍

的
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
ア

ク
セ

ス
を

促
進

す
る

と
い

う
我

々
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

再
確

認
す

る
。

G
2

0
エ

ネ
ル

ギ
ー

大

臣
は

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

ア
ク

セ
ス

と
生

産
的

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
を

さ
ら

に
進

歩
さ

せ
る

方
法

を
追

求
す

る
。

G
2

0
エ

ネ

ル
ギ

ー
大

臣
は

、
被

災
地

や
遠

隔
地

に
お

け
る

避
難

民
へ

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

ア
ク

セ
ス

の
提

供
の

必
要

性
を

考
慮

し
つ

つ
、

G
2

0
の

過
去

の
成

果
を

踏
ま

え
、

関
連

す
る

国
際

機
関

の
支

援
を

得
て

、
地

域
的

な
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

実
施

を
強

化

す
る

効
果

的
な

方
法

を
追

求
す

る
た

め
他

の
関

心
国

と
と

も
に

取
り

組
む

。
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＜
環

境
＞

Ｉ
　

資
源

効
率

性
及

び
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み

資
源

効
率

性

１
．

我
々

、
G

2
0

環
境

大
臣

は
、

循
環

経
済

、
持

続
可

能
な

物
質

管
理

、
3

R
（

リ
デ

ュ
ー

ス
、

リ
ユ

ー
ス

、
リ

サ
イ

ク
ル

）
及

び
廃

棄
物

の
価

値
化

等
の

政
策

や
ア

プ
ロ

ー
チ

を
通

じ
た

資
源

効
率

性
の

向
上

が
、

持
続

可
能

な
消

費
と

生
産

及
び

持
続

可
能

な
開

発
目

標
の

追
及

に
お

い
て

、
国

連
環

境
総

会
（

U
N

E
A
）

「
持

続
可

能
な

消
費

と
生

産
の

達
成

に
向

け
た

革
新

的
な

筋
道

に
関

す
る

決
議

（
U

N
E
P
/E

A
.4

/L
./

2
）

」
を

認
め

つ
つ

、
経

済
成

長
と

環
境

保
全

の
両

立
が

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
か

つ
、

す
べ

き
も

の
と

認
識

す
る

。
ま

た
、

我
々

は
、

資
源

効
率

性
の

向
上

が
、

様
々

な
環

境
上

の
課

題
へ

の
対

応
、

競
争

力
強

化
、

経
済

成
長

、
持

続
可

能
な

資
源

管
理

及
び

雇
用

創
出

に
も

貢
献

す
る

も
の

と
認

識
す

る
。

２
．

我
々

は
、

政
策

決
定

に
お

け
る

科
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

の
重

要
性

を
認

識
し

、
国

際
資

源
パ

ネ
ル

（
IR

P
）

、
経

済
協

力
開

発

機
構

（
O

E
C

D
）

、
国

際
連

合
工

業
開

発
機

関
（

U
N

ID
O

）
及

び
東

ア
ジ

ア
・

A
S
E
A
N

経
済

研
究

セ
ン

タ
ー

（
E
R

IA
）

等
を

含
み

こ
れ

ら
に

限
ら

な
い

関
連

す
る

国
際

・
地

域
機

関
に

よ
る

貢
献

を
認

め
、

こ
れ

ら
機

関
と

の
協

働
を

継
続

す

る
。

３
．

我
々

は
、

廃
棄

物
及

び
海

洋
ご

み
の

追
加

的
な

発
生

源
に

な
り

得
る

災
害

廃
棄

物
の

環
境

上
適

正
な

管
理

を
含

む
、

持
続

可
能

か
つ

効
果

的
・

効
率

的
な

資
源

利
用

に
関

す
る

行
動

を
促

進
し

、
必

要
な

能
力

を
構

築
す

る
た

め
、

世
界

・
地

域
レ

ベ
ル

で
の

、
官

民
連

携
を

含
む

、
様

々
な

二
国

間
及

び
多

国
間

の
連

携
を

促
進

す
る

。

４
．

我
々

は
、

資
源

効
率

性
の

向
上

が
、

海
洋

ご
み

、
特

に
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
及

び
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

問
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

こ
と

を
認

識
し

、
ま

た
、

廃
棄

物
の

海
洋

へ
の

流
出

を
削

減
す

る
た

め
、

包
括

的
な

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
ア

プ
ロ

ー
チ

を
と

る
こ

と
の

重
要

性
に

つ
い

て
も

認
識

す
る

。

５
．

我
々

は
、

食
品

保
存

の
た

め
の

革
新

的
技

術
の

展
開

、
効

率
的

で
衛

生
的

な
食

品
廃

棄
物

管
理

、
市

民
の

啓
発

及
び

教

育
、

関
連

す
る

国
の

取
組

及
び

政
策

の
経

験
の

共
有

を
含

む
、

食
品

ロ
ス

及
び

食
品

廃
棄

物
削

減
に

向
け

た
行

動
を

加
速

さ
せ

る
。

我
々

は
、

あ
ら

ゆ
る

種
類

の
排

出
物

を
削

減
す

る
可

能
性

に
お

い
て

、
資

源
効

率
性

及
び

循
環

経
済

に
関

す
る

政
策

の
経

済
的

・
環

境
的

便
益

を
認

識
し

、
ま

た
、

こ
れ

ら
便

益
を

追
求

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

６
．

我
々

は
、

G
2

0
資

源
効

率
性

対
話

に
よ

る
こ

れ
ま

で
の

活
動

を
評

価
し

、
同

対
話

を
、

G
2

0
メ

ン
バ

ー
間

の
取

組
、

成
果

及
び

ベ
ス

ト
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
の

継
続

的
な

共
有

、
関

連
組

織
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
を

考
慮

し
た

科
学

的
知

見
と

科
学

に
基

づ
く

ア
プ

ロ
ー

チ
の

進
展

、
関

連
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

と
の

連
携

に
活

用
す

る
。

我
々

は
、

同
対

話
に

対
し

、
こ

う
し

た
活

動
を

組
織

し
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
や

ビ
ジ

ネ
ス

の
機

会
を

民
間

部
門

と
と

も
に

模
索

す
る

た
め

、
議

長
国

を
務

め
る

日
本

の
下

、
同

対
話

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

す
る

こ
と

を
招

請
す

る
。

海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

７
．

海
洋

ご
み

、
特

に
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
及

び
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
は

、
海

洋
生

態
系

、
人

々
の

暮
ら

し
、

漁

業
・

観
光

業
・

海
運

業
等

の
産

業
に

対
す

る
負

の
影

響
、

人
間

の
健

康
に

対
す

る
負

の
影

響
の

可
能

性
を

鑑
み

る
と

、
緊

急
の

行
動

が
求

め
ら

れ
る

問
題

で
あ

る
。

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
耐

久
性

や
広

く
普

及
し

て
い

る
こ

と
を

考
慮

し
、

我
々

は
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
我

々
の

経
済

活
動

や
日

常
生

活
に

重
要

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
こ

と
を

留
意

し
つ

つ
、

全
て

の
国

が
国

内
的

ま
た

国
際

的
に

、
関

連
す

る
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

連
携

し
て

、
こ

の
問

題
に

対
す

る
施

策
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

繰
り

返
し

述
べ

る
。

我
々

は
、

ラ
イ

ク
サ

イ
ク

ル
ア

プ
ロ

ー
チ

を
通

じ
た

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

及
び

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
海

洋
へ

の
流

出
の

抑
制

や
大

幅
な

削
減

に
向

け
て

、
こ

の
問

題
を

解
決

す
る

た
め

の
施

策
を

推
進

し
、

国
際

社
会

と
連

携
し

た
取

組
を

含
む

各
国

に
よ

る
適

切
な

国
内

的
取

組
を

速
や

か
に

実
施

す
る

こ
と

を
決

意
す

る
。

８
．

こ
の

た
め

、
我

々
は

、
自

主
的

な
国

内
的

取
組

を
通

じ
て

、
2

0
1

7
年

の
G

2
0

ハ
ン

ブ
ル

グ
サ

ミ
ッ

ト
で

立
ち

上
げ

ら
れ

た
「

G
2

0
海

洋
ご

み
行

動
計

画
」

の
実

施
を

促
進

す
る

た
め

、
「

G
2

0
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
対

策
実

施
枠

組
」

を
策

定
し

、
附

属
書

と
し

て
提

示
す

る
。

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

お
い

て
、

我
々

は
、

G
2

0
の

各
議

長
国

の
決

定
に

よ
り

、
G

2
0

資
源

効
率

性
対

話
及

び
U

N
E
P

の
下

に
創

設
さ

れ
る

関
係

者
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

は
じ

め
と

す
る

関
連

会
議

と
の

共
同

開
催

の
機

会
を

活
用

す
る

。

９
．

我
々

は
、

国
連

環
境

総
会

に
お

け
る

「
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
及

び
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

関
す

る
決

議
(U

N
E
P
/

E
A
.4

/L
.7

)」
及

び
「

使
い

捨
て

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

汚
染

対
策

に
関

す
る

決
議

(U
N

E
P
/E

A
.4

/L
.1

0
)」

を
認

識
し

、
第

1
4

回
バ

ー
ゼ

ル
条

約
締

約
国

会
議

に
お

け
る

決
議

に
留

意
す

る
。

我
々

は
、

効
果

と
効

率
性

を
最

大
化

し
、

取
組

の
重

複
を

回
避

す
る

た
め

、
国

連
環

境
計

画
を

含
み

こ
れ

に
限

ら
な

い
関

連
す

る
国

際
的

・
地

域
的

な
手

段
、

組
織

及
び

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
と

共
に

行
動

(w
o
rk

)す
る

。

II
　

生
態

系
を

基
盤

と
す

る
ア

プ
ロ

ー
チ

を
含

む
適

応
と

強
靱

な
イ

ン
フ

ラ

1
0
. 

イ
ン

フ
ラ

、
気

候
及

び
適

応
に

か
か

る
G

2
0

メ
ン

バ
ー

に
よ

る
従

来
の

作
業

を
踏

ま
え

、
排

出
削

減
も

ま
た

役
割

を
担

う

こ
と

を
認

識
し

つ
つ

、
我

々
は

、
強

靱
な

社
会

経
済

・
生

態
系

の
シ

ス
テ

ム
を

全
球

規
模

で
構

築
す

る
上

で
の

、
適

応
に

関
す

る
取

組
が

も
た

ら
す

利
益

、
及

び
質

が
高

く
気

候
に

対
し

強
靭

な
イ

ン
フ

ラ
が

果
た

す
役

割
を

強
調

す
る

。
こ

の
文

脈
で

、
我

々
は

、
気

候
変

動
に

関
す

る
政

府
間

パ
ネ

ル
（

IP
C

C
）

の
1

.5
℃

特
別

報
告

書
に

留
意

し
、

国
連

気
候

変
動

枠

組
条

約
（

U
N

F
C

C
C

）
C

O
P

2
4

の
結

果
を

歓
迎

し
、

2
0

1
9

年
9

月
の

国
連

気
候

行
動

サ
ミ

ッ
ト

に
続

く
、

C
O

P
2

5
に

お
け

る
成

果
を

期
待

す
る

。

1
1
. 

我
々

は
、

強
靱

性
と

適
応

に
関

す
る

取
組

が
、

災
害

リ
ス

ク
を

含
む

気
候

変
動

影
響

を
低

減
し

、
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

2
0

3
0

ア
ジ

ェ
ン

ダ
を

推
進

し
う

る
こ

と
、

と
り

わ
け

、
脆

弱
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
と

人
々

に
と

っ
て

そ
う

で
あ

る

こ
と

を
認

識
す

る
。

我
々

は
ま

た
、

異
常

気
象

及
び

災
害

に
対

し
て

強
靱

な
イ

ン
フ

ラ
へ

の
投

資
を

含
む

、
適

応
お

よ
び

災
害

リ
ス

ク
低

減
の

た
め

の
包

括
的

な
戦

略
を

国
お

よ
び

地
域

レ
ベ

ル
で

策
定

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
認

識
す

る
。

我
々

は
、

適
応

が
す

べ
て

の
人

が
直

面
す

る
世

界
的

な
課

題
で

あ
る

一
方

で
、

気
候

変
動

の
影

響
が

環
境

依
存

性
と

地
域

性
が

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、
そ

れ
ゆ

え
、

地
域

レ
ベ

ル
で

の
強

靱
性

を
構

築
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

強
調

す
る

。
我

々
は

、
多

面
的

か
つ

生
態

系
を

基
盤

と
す

る
ア

プ
ロ

ー
チ

が
、

地
域

の
ニ

ー
ズ

と
課

題
に

対
応

し
つ

つ
、

環
境

保
全

の
目

的
と

地
域

資
源

の
持

続
可

能
な

利
用

と
を

同
時

達
成

し
う

る
こ

と
を

認
識

す
る

。
生

態
系

を
基

盤
と

す
る

ア
プ

ロ
ー

チ
が

、
食

糧
安

全
保

障
、

生
物

多
様

性
保

全
、

お
よ

び
排

出
削

減
な

ど
の

コ
・

ベ
ネ

フ
ィ

ッ
ト

を
も

た
ら

し
う

る
こ

と
に

留
意

し
、

我
々

は
、

生
態

系
を

基
盤

と
す

る
ア

プ
ロ

ー
チ

に
つ

い
て

の
我

々
の

議
論

と
努

力
が

、
愛

知
目

標
の

実
施

か
ら

得
ら

れ
た

レ
ッ

ス
ン

を
基

礎
と

し
た

、
ポ

ス
ト

2
0
2
0
年

生
物

多
様

性
国

際
枠

組
に

つ
い

て
の

検
討

に
貢

献
し

う
る

こ
と

を
認

識
す

る
。

1
2
. 

我
々

は
、

最
新

の
科

学
的

知
見

や
優

良
な

取
組

・
活

動
を

踏
ま

え
た

適
応

計
画

の
策

定
と

、
適

応
能

力
の

強
化

の
重

要

性
を

強
調

す
る

。
そ

れ
ゆ

え
、

我
々

は
、

先
住

民
族

や
地

域
の

知
識

を
含

め
、

関
連

す
る

情
報

、
優

良
事

例
、

及
び

経
験

を
、

様
々

な
関

係
者

間
で

共
有

す
る

た
め

の
国

際
協

力
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。
我

々
は

、
適

応
が

ビ
ジ

ネ
ス

の
新

た
な

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
を

認
識

し
、

公
的

資
金

の
重

要
な

役
割

と
、

革
新

的
で

環
境

に
や

さ
し

い
優

れ
た

技
術

と
ア

プ
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ロ
ー

チ
を

活
用

す
る

こ
と

の
重

要
性

に
留

意
し

つ
つ

、
強

靭
性

向
上

の
た

め
の

社
会

変
革

に
む

け
て

民
間

の
資

金
と

投
資

を
動

員
す

る
こ

と
に

よ
り

、
適

応
に

関
す

る
努

力
を

強
化

す
る

た
め

の
民

間
セ

ク
タ

ー
と

の
連

携
を

目
指

す
。

1
3

. 
こ

こ
に

我
々

は
、

気
候

持
続

可
能

性
作

業
部

会
（

C
S
W

G
）

で
の

関
連

の
議

論
に

基
づ

き
、

C
S
W

G
の

適
応

作
業

計
画

(2
0

1
8

-2
0

1
9

)の
成

果
の

一
つ

と
し

て
、

G
2

0
メ

ン
バ

ー
が

取
り

組
み

、
他

国
と

そ
の

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
を

望
ん

で
い

る
活

動
、

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
及

び
優

良
事

例
を

整
理

し
た

「
G

2
0

適
応

と
強

靱
な

イ
ン

フ
ラ

に
関

す
る

ア
ク

シ
ョ

ン
・

ア
ジ

ェ
ン

ダ
」

を
取

り
ま

と
め

る
。
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■
持

続
可

能
な

成
長

の
た

め
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
と

地
球

環
境

に
関

す
る

G
20

軽
井

沢
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン ※

経
済

産
業

省
・

環
境

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
転

載
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≪
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
≫

前
文

１
. 

非
連

続
な

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
は

、
３

Ｅ
＋

Ｓ
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
安

全
保

障
、

経
済

効
率

性
、

環
境

＋
安

全
性

）
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
の

主
導

の
た

め
、

ま
た

、
気

候
変

動
、

生
物

多
様

性
の

喪
失

、
資

源
効

率
、

持
続

可
能

な

消
費

・
生

産
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
貧

困
、

Ｐ
Ｍ

2
.5

及
び

Ｈ
Ｆ

Ｃ
を

含
む

土
地

・
淡

水
・

海
洋

・
大

気
の

汚
染

、
都

市
の

環
境

質
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
ア

ク
セ

ス
と

い
っ

た
重

要
な

地
球

規
模

の
問

題
と

課
題

へ
の

対
処

の
た

め
の

、
環

境
と

成
長

の
好

循
環

に
と

っ
て

不
可

欠
な

推
進

力
で

あ
る

。
我

々
は

、
持

続
可

能
な

開
発

目
標

の
た

め
の

2
0

3
0

ア
ジ

ェ
ン

ダ
の

エ
ネ

ル
ギ

ー

と
環

境
の

側
面

に
応

え
、

持
続

可
能

な
成

長
の

た
め

の
諸

問
題

に
対

処
す

る
際

に
、

シ
ナ

ジ
ー

と
包

括
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

を
促

進
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

強
調

す
る

。

２
. 

我
々

、
Ｇ

2
0

各
国

は
、

低
廉

で
、

信
頼

で
き

、
持

続
可

能
で

、
温

室
効

果
ガ

ス
低

排
出

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

を
発

展
し

展
開

す
る

た
め

、
ま

た
、

よ
り

ク
リ

ー
ン

で
よ

り
強

靱
か

つ
持

続
可

能
な

未
来

の
達

成
の

た
め

の
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
、

投
資

及
び

よ
り

良
い

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

の
促

進
に

お
い

て
、

民
間

部
門

を
支

援
す

る
重

要
な

役
割

を
有

す
る

。
政

府

は
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

の
明

確
な

シ
グ

ナ
ル

の
提

供
と

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

可
能

に
す

る
環

境
の

整
備

に
お

い

て
、

重
要

な
役

割
を

担
う

。

３
. 

こ
れ

に
関

し
、

我
々

は
、

自
発

的
に

、
以

下
に

示
さ

れ
る

共
同

お
よ

び
個

別
の

具
体

的
な

行
動

を
と

る
。

こ
の

リ
ス

ト

は
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

の
す

べ
て

の
活

動
を

網
羅

す
る

こ
と

を
意

図
す

る
も

の
で

な
く

、
我

々
は

更
な

る
協

力
の

追
求

を
継

続
す

る
。

４
. 

我
々

は
、

国
際

機
関

お
よ

び
地

域
機

関
が

、
（

1
）

Ｇ
2

0
各

国
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
情

報
の

収
集

、
（

2
）

「
イ

ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ギ

ャ
ッ

プ
」

及
び

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
を

支
援

し
よ

り
ク

リ
ー

ン
な

環
境

の
達

成
に

資
す

る
ア

ク
シ

ョ
ン

を
よ

り
明

確
に

特
定

す
る

た
め

の
分

析
の

拡
大

、
（

3
）

そ
の

成
果

の
Ｇ

2
0

へ
の

報
告

、
を

行
い

う
る

こ
と

を
提

案
す

る
。

我
々

は
、

次
期

議
長

国
が

、
関

連
機

関
に

対
し

委
任

し
た

主
題

や
期

待
さ

れ
る

成
果

に
つ

い
て

作
業

を
課

し
、

関
連

す
る

国
際

機
関

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

部
門

に
お

け
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ポ

ー
タ

ル
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ト

ラ
ッ

キ
ン

グ
を

活
用

で
き

る
こ

と
を

提
案

す
る

。

５
. 

我
々

は
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
国

際
協

力
に

向
け

た
、

以
下

の
自

発
的

な
ア

ク
シ

ョ
ン

を
と

る
。

(1
) 

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

奨
励

す
る

た
め

に
世

界
の

叡
智

を
結

集
す

る
た

め
の

ア
ク

シ
ョ

ン

６
. 

我
々

は
、

既
存

枠
組

に
お

け
る

国
際

協
力

を
強

化
し

、
ま

た
、

全
体

論
的

な
視

点
で

、
各

国
の

状
況

に
応

じ
て

、
大

気
・

水
の

関
連

技
術

、
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
変

容
の

た
め

の
行

動
科

学
、

バ
イ

オ
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
二

酸
化

炭
素

回
収

・
有

効
利

用
・

貯
留

（
Ｃ

Ｃ
Ｕ

Ｓ
）

、
ク

リ
ー

ン
車

両
、

大
幅

な
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

及
び

ネ
ッ

ト
ゼ

ロ
エ

ネ
ル

ギ
ー

建
築

物
、

需
要

管
理

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

ア
ク

セ
ス

技
術

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

化
技

術
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
貯

蔵
、

水
素

、
グ

リ
ッ

ド
の

デ
ジ

タ
ル

化
、

低
炭

素
技

術
、

生
態

系
を

基
盤

と
し

た
解

決
策

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
技

術
の

統
合

に
よ

る
強

靱
で

持
続

可
能

な
都

市
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

、
資

源
効

率
技

術
を

含
む

、
革

新
的

な
技

術
及

び
ア

プ
ロ

ー
チ

の
研

究
、

開
発

及
び

展
開

を
奨

励
す

る
こ

と
に

努
め

る
。

７
. 

我
々

は
、

既
存

の
取

組
と

連
携

し
て

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
産

官
学

間
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
拡

大
を

支
持

す
る

。
我

々
は

ま
た

、
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

及
び

資
源

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

の
た

め
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進

す
る

た
め

、
ま

た
、

さ
ら

な
る

国
際

共
同

研
究

開
発

を
追

求
す

る
た

め
に

、
Ｇ

2
0

各
国

の
主

要
な

研
究

開
発

機
関

、

大
学

及
び

ビ
ジ

ネ
ス

間
で

の
国

際
協

力
を

促
進

す
る

。
我

々
は

、
既

存
の

研
究

開
発

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

と
の

相
乗

効
果

の
創

出
の

重
要

性
を

認
識

し
つ

つ
、

「
R

es
ea

rc
h 

an
d 

D
ev

el
o
pm

en
t 

2
0
 f
o
r 

cl
ea

n 
en

er
gy

 t
ec

hn
o
lo

gi
es

（
Ｒ

Ｄ
2

0
）

」
と

呼
ば

れ
る

国
際

会
議

を
通

じ
て

、
気

候
変

動
の

文
脈

に
お

い
て

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

弾
み

を
つ

け
る

こ
と

を

目
指

し
た

、
Ｇ

2
0
議

長
国

で
あ

る
日

本
の

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
を

歓
迎

す
る

。

8
. 

我
々

は
、

将
来

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

需
給

の
よ

り
良

い
理

解
に

関
す

る
定

量
分

析
の

重
要

性
、

並
び

に
、

デ
ジ

タ
ル

化
、

人
工

知
能

（
Ａ

Ｉ
）

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

オ
ブ

シ
ン

グ
ス

（
Ｉ

ｏ
Ｔ

）
及

び
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
エ

コ
ノ

ミ
ー

に
よ

っ
て

牽
引

さ
れ

る
需

給
両

面
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

役
割

を
認

識
す

る
。

我
々

は
、

世
界

の
科

学
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
及

び
国

際
機

関
・

枠
組

に
よ

っ
て

な
さ

れ
る

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
気

候
モ

デ
ル

の
た

め
の

経
済

全
般

に
わ

た
る

全
範

囲
シ

ナ
リ

オ
の

さ
ら

な
る

洗
練

及
び

開
発

の
た

め
の

努
力

を
支

持
す

る
。

(2
)イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
発

展
・

展
開

の
た

め
の

民
間

資
金

及
び

投
資

の
誘

導
の

た
め

の
ア

ク
シ

ョ
ン

９
. 

我
々

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
ア

ク
セ

ス
、

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

、
よ

り
ク

リ
ー

ン
な

環
境

及
び

水
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

増
進

す
る

、

様
々

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

選
択

、
革

新
的

技
術

及
び

質
の

高
い

イ
ン

フ
ラ

の
た

め
の

、
資

金
の

誘
導

並
び

に
市

場
及

び
投

資
環

境
の

改
善

の
取

組
を

支
援

す
る

。
我

々
は

、
公

的
資

金
が

重
要

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
を

認
識

し
つ

つ
、

公
的

資
金

及
び

貿
易

保
険

と
い

っ
た

リ
ス

ク
軽

減
措

置
を

通
じ

て
、

機
関

投
資

家
を

含
め

た
、

民
間

資
金

及
び

投
資

の
誘

導
に

向
け

た
継

続

的
な

努
力

を
支

持
す

る
。

 

1
0
. 

我
々

は
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

の
拡

大
に

起
因

し
て

増
大

し
た

変
動

性
に

対
応

し
、

電
力

の
安

全
と

柔
軟

性

を
高

め
る

ア
ク

シ
ョ

ン
及

び
革

新
的

な
蓄

配
電

技
術

を
活

用
す

る
ア

ク
シ

ョ
ン

を
含

め
、

電
力

分
野

の
ビ

ジ
ネ

ス
環

境
の

改
善

を
促

進
す

る
。

我
々

は
、

容
量

市
場

や
市

場
の

ひ
ず

み
の

回
避

等
、

投
資

回
収

の
予

測
可

能
性

を
高

め
る

こ
と

に
よ

り
、

グ
リ

ッ
ド

や
電

源
へ

の
投

資
を

推
進

す
る

電
力

市
場

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

開
発

を
支

持
す

る
。

(3
) 

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

の
改

善
及

び
革

新
的

技
術

の
普

及
に

向
け

た
ビ

ジ
ネ

ス
活

動
の

促
進

の
た

め
の

ア
ク

シ
ョ

ン
 

1
1
. 

我
々

は
、

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

の
改

善
や

ビ
ジ

ネ
ス

活
動

の
促

進
の

た
め

、
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ッ
チ

ン
グ

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

及
び

そ
の

他
の

国
際

的
な

連
携

を
追

求
す

る
。

次
の

ア
イ

デ
ア

は
Ｇ

2
0

各
国

か
ら

可
能

性
の

あ
る

分
野

と
し

て
提

案
さ

れ
た

も

の
で

あ
る

：
省

エ
ネ

ラ
ベ

リ
ン

グ
及

び
基

準
の

開
発

、
IE

A
に

よ
る

省
エ

ネ
グ

ロ
ー

バ
ル

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

、
環

境
ラ

ベ
ル

表

示
と

環
境

に
優

し
い

公
共

調
達

基
準

、
透

明
性

の
向

上
と

規
制

の
調

和
、

地
域

及
び

小
規

模
市

場
へ

の
展

開
。

1
2
. 

我
々

は
、

関
連

機
関

や
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

連
携

し
、

官
民

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
焦

点
を

当
て

つ
つ

、
よ

り
ク

リ
ー

ン
な

環
境

に
関

連
し

た
ビ

ジ
ネ

ス
機

会
を

育
む

た
め

の
よ

り
良

い
ビ

ジ
ネ

ス
環

境
の

創
出

に
関

す
る

勧
告

や
選

択
肢

を
検

討
し

提
供

す
る

た
め

の
分

析
研

究
の

立
ち

上
げ

を
歓

迎
す

る
。

持
続

可
能

な
成

長
の

た
め

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

転
換

と
地

球
環

境
に

関
す

る
G

20
軽

井
沢

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
（

仮
訳

）
※

経
済

産
業

省
・

環
境

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
転

載
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≪
エ

ネ
ル

ギ
ー

≫

前
文

　
　

G
2

0
軽

井
沢

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

は
、

2
0

1
9

年
の

日
本

の
議

長
国

下
で

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

転
換

に
関

す
る

我
々

の
具

体
的

な
協

力
活

動
を

自
主

的
に

強
化

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
軽

井
沢

で
の

閣
僚

会
合

で
採

択
さ

れ
た

。
こ

の
リ

ス
ト

は
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
す

べ
て

の
協

調
的

又
は

国
レ

ベ
ル

の
活

動
を

網
羅

す
る

こ
と

を
意

図
す

る
も

の
で

は
な

く
、

我
々

は
、

協
力

の
た

め
の

更
な

る
機

会
を

追
求

し
続

け
る

。

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

1
. 

我
々

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

浪
費

削
減

及
び

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
を

支
援

し
て

、
ま

た
G

2
0

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
リ

ー
デ

ィ
ン

グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

E
E
LP

）
を

通
じ

て
、

幅
広

い
課

題
へ

の
協

働
を

継
続

し
、

ま
た

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
ハ

ブ
の

進
展

に
留

意

す
る

。
Ｉ

Ｅ
Ａ

に
よ

る
グ

ロ
ー

バ
ル

な
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

の
進

展
の

た
め

の
作

業
に

留
意

し
つ

つ
、

我
々

は
、

包
括

的
な

方
法

で
、

知
識

及
び

ベ
ス

ト
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
を

共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
、

能
力

あ
る

国
際

機
関

及
び

地
域

機
関

の
支

援
に

よ
っ

て
、

分
析

の
推

進
を

継
続

す
る

。

2
. 

我
々

は
、

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

議
長

国
下

に
お

け
る

行
動

に
関

す
る

作
業

の
重

要
性

及
び

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

へ
の

投
資

を
推

進
し

得
る

政
策

の
必

要
性

を
共

有
す

る
。

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー

3
. 

我
々

は
、

需
要

側
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

オ
フ

グ
リ

ッ
ド

・
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

貯
蔵

技
術

等
の

新
た

な
柔

軟
性

に
関

す
る

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
の

重
要

性
を

認
識

し
つ

つ
、

市
場

へ
の

シ
グ

ナ
ル

を
提

供
す

る
た

め
の

政
策

の
活

用
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

更
な

る
拡

大
を

促
進

す
る

た
め

の
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
電

力
シ

ス
テ

ム
の

管
理

モ
デ

ル
の

実
施

を
含

む
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
加

速
す

る
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

を
共

有
す

る
。

我
々

は
、

輸
送

、
熱

及
び

産
業

分
野

に
お

け
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

直
接

利
用

を
増

や
す

た
め

に
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
と

技
術

開
発

に
関

す
る

教
訓

の
共

有
に

努
め

る
。

G
2

0
メ

ン
バ

ー
は

、
各

国
の

事
情

に
沿

っ
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・

エ
コ

シ
ス

テ
ム

を
奨

励
す

る
政

策
枠

組
み

の
重

要
性

を
強

調
し

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

転
換

の
促

進
に

お
け

る
新

興
企

業
及

び
中

小
企

業
（

S
M

E
）

の
役

割
を

認
識

す
る

。

4
. 

我
々

は
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

更
な

る
利

用
の

た
め

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

転
換

に
向

け
た

重
要

技
術

を
分

析
す

る
た

め
、

IR
E
N

A
、

IE
A
及

び
C

E
M

の
作

業
が

継
続

す
る

こ
と

を
奨

励
す

る
。

 I
R

E
N

A
と

IE
A
は

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
推

進

に
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

与
え

る
影

響
の

分
析

を
奨

励
さ

れ
る

。
我

々
は

ま
た

、
IE

A
、

IR
E
N

A
、

バ
イ

オ
フ

ュ
ー

チ
ャ

ー
・

プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
、

M
I、

太
陽

に
関

す
る

国
際

的
な

同
盟

（
IS

A
）

及
び

、
そ

の
他

の
国

際
的

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
に

よ
る

持
続

可
能

な
バ

イ
オ

エ
ネ

ル
ギ

ー
及

び
他

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
開

発
及

び
普

及
を

促
進

す
る

た
め

の
作

業
を

支
援

及
び

奨
励

、
そ

れ
ら

の
枠

組
み

の
下

で
の

協
力

を
拡

大
す

る
。

水
素

及
び

他
の

合
成

燃
料

5
. 

我
々

は
、

ベ
ス

ト
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
の

交
換

、
国

際
共

同
研

究
、

電
力

か
ら

他
の

燃
料

化
（

P
o
w

er
 t

o
 X

）
等

の
水

素
の

可

能
性

の
評

価
、

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

及
び

規
制

上
の

障
壁

、
基

準
及

び
規

格
へ

の
対

応
を

含
め

、
2

0
1

8
年

の
水

素
閣

僚
会

議

（
H

E
M

）
の

議
長

サ
マ

リ
ー

で
ま

と
め

ら
れ

た
具

体
的

な
行

動
に

つ
な

が
る

我
々

の
作

業
の

加
速

を
支

持
す

る
。

我
々

は
、

2
0

1
9

年
秋

の
H

E
M

、
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
臣

会
合

（
C

E
M

）
、

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
（

M
I）

、

国
際

水
素

・
燃

料
電

池
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
（

IP
H

E
）

等
の

枠
組

み
を

通
じ

て
、

更
な

る
国

際
協

力
を

推
進

し
、

具
体

的

な
行

動
に

つ
い

て
議

論
す

る
と

と
も

に
、

IE
A
、

IR
E
N

A
、

E
R

IA
等

の
関

係
国

際
機

関
や

地
域

機
関

に
、

燃
料

電
池

の
水

素
キ

ャ
リ

ア
と

し
て

の
メ

タ
ノ

ー
ル

及
び

エ
タ

ノ
ー

ル
の

使
用

を
含

め
、

水
素

が
可

能
に

す
る

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

将
来

に
向

け
た

潜
在

的
道

筋
の

分
析

を
依

頼
す

る
。

我
々

は
、

水
素

及
び

他
の

合
成

燃
料

が
、

長
期

戦
略

の
観

点
か

ら
、

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

将
来

に
お

い
て

大
き

な
役

割
を

果
た

し
得

る
こ

と
に

留
意

す
る

。

C
C

U
S

/カ
ー

ボ
ン

・
リ

サ
イ

ク
ル

/エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ト

ゥ
ー

・
バ

リ
ュ

ー

6
. 

我
々

は
、

C
E
M

、
M

I、
国

際
C

C
U

S
サ

ミ
ッ

ト
、

炭
素

隔
離

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
C

S
LF

）
等

の
枠

組
み

の

下
で

、
二

酸
化

炭
素

回
収

・
利

用
・

貯
留

（
C

C
U

S
）

の
開

発
及

び
展

開
に

関
す

る
国

際
協

力
を

強
化

す
る

。
特

に
、

各

国
の

事
情

に
よ

っ
て

、
（

A
）

投
資

の
確

実
性

を
提

供
す

る
政

策
及

び
規

制
の

枠
組

み
の

開
発

を
含

む
、

国
レ

ベ
ル

の
迅

速
な

評
価

又
は

行
動

計
画

の
準

備
、

（
B

）
金

融
機

関
の

関
与

、
（

C
）

大
規

模
C

C
U

S
チ

ェ
ー

ン
の

促
進

の
重

要
性

を
認

識
す

る
。

7
. 

「
カ

ー
ボ

ン
・

リ
サ

イ
ク

ル
」

及
び

「
エ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ト
ゥ

ー
・

バ
リ

ュ
ー

」
に

関
す

る
産

学
官

の
国

際
協

力
を

追
求

す
る

た
め

、
我

々
は

、
2

0
1

9
年

9
月

に
開

催
さ

れ
る

カ
ー

ボ
ン

・
リ

サ
イ

ク
ル

に
関

す
る

国
際

会
議

等
の

機
会

を
通

じ

て
、

研
究

開
発

、
安

定
し

た
投

資
環

境
及

び
革

新
的

技
術

に
対

す
る

資
金

誘
導

に
関

す
る

議
論

を
促

進
す

る
。

 

デ
ジ

タ
ル

化

8
. 

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
を

支
援

す
る

た
め

の
、

よ
り

確
固

た
る

包
括

的
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
デ

ー
タ

の
開

発
、

電
力

シ
ス

テ
ム

の
柔

軟

性
向

上
、

よ
り

ス
マ

ー
ト

な
都

市
、

高
度

な
交

通
シ

ス
テ

ム
及

び
行

動
変

化
を

通
じ

た
、

よ
り

効
率

的
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用

を
可

能
と

す
る

こ
と

を
含

む
エ

ネ
ル

ギ
ー

部
門

の
デ

ジ
タ

ル
化

の
可

能
性

を
追

求
及

び
拡

大
す

る
た

め
、

我
々

は
、

ス
マ

ー

ト
メ

ー
タ

ー
、

そ
の

他
の

柔
軟

性
オ

プ
シ

ョ
ン

及
び

ス
マ

ー
ト

グ
リ

ッ
ド

等
を

通
じ

た
、

デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
る

ス
マ

ー
ト

な

生
産

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
加

速
、

グ
リ

ッ
ド

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
強

靱
性

を
改

善
し

得
る

方
法

に
関

す
る

潜
在

的
な

ア

ウ
ト

ラ
イ

ン
を

検
討

す
る

こ
と

を
期

待
し

て
、

デ
ジ

タ
ル

化
と

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
含

む
他

の
政

策
目

的
と

の
相

互
関

係
に

関

す
る

追
加

的
な

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

主
催

す
る

IE
A
の

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
に

留
意

す
る

。
我

々
は

ま
た

、
我

々
の

経
済

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
関

連
し

て
潜

在
的

に
増

大
す

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

需
要

を
軽

減
す

る
方

法
に

関
す

る
継

続
的

な
作

業
を

奨
励

す
る

。

エ
ネ

ル
ギ

ー
資

源
の

バ
リ

ュ
ー

チ
ェ

ー
ン

9
. 

我
々

は
、

様
々

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

に
つ

い
て

、
生

産
か

ら
最

終
利

用
ま

で
の

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
分

析
の

重
要

性
を

共
有

す
る

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

バ
リ

ュ
ー

チ
ェ

ー
ン

の
分

析
は

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

の
効

率
的

か
つ

よ
り

ク
リ

ー
ン

な
利

用
を

促
進

し
、

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
分

析
及

び
W

el
l-

to
-W

h
ee

l分
析

を
含

む
自

動
車

等
の

分
野

に
お

け
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

奨
励

し
得

る
。

我
々

は
、

技
術

課
題

を
共

有
す

る
こ

と
に

よ
り

、
グ

ロ
ー

バ
ル

燃
費

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
（

G
F
E
I）

及
び

バ
イ

オ

フ
ュ

ー
チ

ャ
ー

・
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
等

の
国

際
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
努

力
を

認
識

し
、

ベ
ス

ト
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
の

促
進

に
お

け
る

こ
れ

ら
の

役
割

を
認

識
す

る
。

電
力

シ
ス

テ
ム

1
0
. 

我
々

は
、

低
排

出
投

資
の

拡
大

、
需

要
側

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

及
び

電
力

貯
蔵

の
拡

大
、

円
滑

な
連

系
、

柔
軟

性
の

拡
大

及
び

強
靱

性
の

向
上

の
た

め
、

電
力

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

我
々

の
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

及
び

将
来

の
政

策
的

知
見

の
共

有
に

努
力

す
る

。
 I

E
A
、

IR
E
N

A
、

M
I、

C
E
M

、
IS

A
及

び
バ

イ
オ

フ
ュ

ー
チ

ャ
ー

・
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
等

の
国

際
的

枠
組

み
の

下
で

、
変

動
型

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

シ
ス

テ
ム

統
合

の
た

め
の

技
術

に
関

す
る

知
見

の
交

換
を

促
進

す
る

。
我

々
は

、
電

力
市

場
の

発
展

、
低

排
出

化
に

向
け

た
電

力
シ

ス
テ

ム
及

び
電

力
シ

ス
テ

ム
の

転
換

に
向

け
た

投
資

に
必

要
な

条
件

を
分

析
す

る
た

め
、

ま
た

、
こ

れ
ら

の
分

析
を

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

出
版

物
そ

の
他

の
形

式
で

共
有

す
る

た
め

に
、

IE
A
等

の
関

係
国

際
機

関
の

成
果

に
留

意
す

る
。
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原
子

力

1
1

. 
原

子
力

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

継
続

を
選

択
す

る
国

々
は

、
国

際
原

子
力

機
関

（
IA

E
A
）

、
IE

A
等

の
関

係
国

際
機

関
と

協

働
し

、
か

つ
、

C
E
M

 N
IC

E
 F

ut
ur

eイ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
を

含
む

国
際

フ
ォ

ー
ラ

の
下

で
協

力
し

て
、

小
型

モ
ジ

ュ
ー

ル
炉

を
含

む
革

新
的

な
原

子
力

技
術

、
原

子
力

と
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
統

合
を

含
む

原
子

力
の

革
新

的
利

用
及

び
熱

利
用

を
含

む
、

革
新

的
な

原
子

力
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

に
関

す
る

協
働

の
た

め
の

機
会

の
追

求
に

お
け

る
進

展
を

奨
励

す
る

。

1
2

. 
原

子
力

を
利

用
し

て
い

る
、

ま
た

は
利

用
を

計
画

し
て

い
る

、
あ

る
い

は
利

用
し

た
こ

と
の

あ
る

国
々

は
、

高
レ

ベ
ル

放

射
性

廃
棄

物
の

最
終

処
分

に
関

す
る

協
力

を
加

速
さ

せ
る

こ
と

、
及

び
安

全
で

効
率

的
な

廃
止

措
置

を
支

援
す

る
。

こ
れ

ら
の

国
々

は
、

O
E
C

D
原

子
力

機
関

（
N

E
A
）

が
設

け
る

国
際

ラ
ウ

ン
ド

テ
ー

ブ
ル

等
を

通
じ

て
、

原
子

力
利

用
国

間
で

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

の
最

終
処

分
に

向
け

た
、

公
衆

と
の

対
話

活
動

の
経

験
や

知
識

を
共

有
す

る
こ

と
、

及
び

、
技

術
協

力
の

促
進

を
行

う
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

廃
止

措
置

に
つ

い
て

は
、

IA
E
A
そ

の
他

の
関

係
国

際
機

関
に

お
い

て
、

規

制
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

管
理

、
そ

の
他

の
点

に
関

す
る

経
験

と
知

識
を

共
有

す
る

。

LN
G

及
び

そ
の

他
化

石
燃

料

1
3

. 
我

々
は

、
市

場
の

流
動

性
、

柔
軟

性
及

び
透

明
性

を
高

め
る

た
め

の
様

々
な

国
際

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

お
け

る
努

力
、

並
び

に

海
上

産
業

に
お

け
る

燃
料

補
給

（
バ

ン
カ

リ
ン

グ
）

を
含

む
輸

送
、

小
規

模
LN

G
の

利
用

を
含

む
新

た
な

部
門

に
お

け
る

天
然

ガ
ス

の
役

割
を

支
援

す
る

公
正

で
透

明
な

競
争

及
び

協
力

を
更

に
促

進
す

る
。

我
々

は
、

中
長

期
の

天
然

ガ
ス

供
給

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

及
び

緊
急

時
対

応
に

関
す

る
知

見
及

び
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

の
共

有
等

、
天

然
ガ

ス
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

強
化

す
る

措
置

を
議

論
す

る
。

我
々

は
、

よ
り

低
排

出
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
へ

の
転

換
の

文
脈

に
お

い
て

、
柔

軟
で

透
明

性
の

高
い

世
界

の
LN

G
市

場
の

発
展

及
び

LN
G

バ
リ

ュ
ー

チ
ェ

ー
ン

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
強

化
を

支
援

す
る

LN
G

産
消

会
議

等
の

二
国

間
及

び
多

国
間

の
協

力
的

枠
組

み
を

強
化

す
る

。

1
4

. 
我

々
は

、
国

際
エ

ネ
ル

ギ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
（

Ｉ
Ｅ

Ｆ
）

の
枠

組
み

を
通

じ
る

等
、

安
定

し
た

透
明

な
市

場
の

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

と
し

て
、

生
産

者
と

消
費

者
間

の
対

話
を

促
進

す
る

。
我

々
は

、
高

効
率

低
排

出
（

H
E
LE

）
技

術
の

役
割

及

び
先

進
的

で
よ

り
ク

リ
ー

ン
な

化
石

燃
料

技
術

へ
の

投
資

及
び

資
金

提
供

の
促

進
を

含
む

、
昨

年
秋

の
H

E
LE

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
で

の
議

論
に

留
意

し
、

H
E
LE

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
の

活
動

を
継

続
す

る
。

持
続

可
能

な
近

代
的

エ
ネ

ル
ギ

ー
へ

の
ア

ク
セ

ス

1
5

. 
我

々
は

、
低

廉
で

持
続

可
能

か
つ

近
代

的
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
サ

ー
ビ

ス
及

び
ク

リ
ー

ン
な

調
理

設
備

へ
の

普
遍

的
な

ア
ク

セ

ス
の

促
進

の
重

要
性

及
び

緊
急

性
を

強
調

し
、

ま
た

、
我

々
は

、
G

2
0

地
域

エ
ネ

ル
ギ

ー
行

動
計

画
の

実
施

を
強

化
す

る
方

法
を

追
求

す
る

。
我

々
は

、
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

2
0

3
0

ア
ジ

ェ
ン

ダ
の

精
神

に
沿

っ
て

、
持

続
可

能
な

技

術
、

資
金

、
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

、
政

策
及

び
計

画
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
国

際
協

力
及

び
官

民
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

重
要

な
役

割
を

強
調

す
る

。
我

々
は

ま
た

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

ア
ク

セ
ス

の
促

進
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ベ

ー
ス

の
ア

プ
ロ

ー
チ

の
重

要
な

役
割

を
強

調
す

る
。
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